
JAPAN COAST GUARD 

GPS-A観測によって測定された海底地殻変動
 

（2014年までの成果）
 

渡邉俊一1，海底地殻変動観測グループ 2

1. はじめに 

 1: 海洋防災調査室および技術・国際課2：：技術・国際課海洋研究室

3.1 日本海溝沿いの結果（3.11以降）

3.2 南海トラフ沿いの結果（3.11以降）

2. GPS-A観測の手法

参考：東北沖地震に伴う地殻変動
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謝辞 : 陸上GPS1 秒データは，国土地理院より提供いただいています

トランスポンダの精密な位置
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大すべり域近傍 震源域南部

銚子沖
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陸向きに 30-50 cm  の水平変位 

海溝向きにそれぞれ 80 cm, 50 cm の水平変位他点に比べて小さい水平変位

Trenchward (N113oE)
地震時の変位と
同じ方向
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*黒矢印は国土地理院の GEONET 観測点の結果を示す (Ozawa et al., 2012)

陸向き
> 10 cm/yr

海溝向き
時間とともに減衰

遷移域 ?
隆起

沈降

宮城沖１

釡石沖１
宮城沖２

釡石沖２

銚子沖

福島沖

東北沖地震後の変位の特徴
 大すべり域において，太平洋プレートよりも速度の大きな陸向きの変位が見られる。 
一方，震源域南部や沿岸域では海溝向きの動きが見られる。

 大すべり域近傍では，沖と沿岸で正反対の水平変位が遷移する様子が見られる。
 震源域直上では沈降が見られる（沿岸域の隆起とは異なる）

観測期間 Apr. 2011 ～ Aug. 2014
北アメリカプレート固定

観測期間 Jun. 2011 ～ Dec. 2014
ユーラシアプレート固定
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青実線は 1次トレンドの結果，青破線は直線近似の 95％CL をそれぞれ示す

宮城沖１

釡石沖１

24 m

23 m

31 m

宮城沖２

釡石沖２

銚子沖

福島沖

東北大学の海底観測点 (Kido et al., 2011)

国土地理院の陸上観測点 (Ozawa et al., 2011)

海上保安庁の海底観測点 (Sato et al., 2011)
大すべり域直上（釜石沖１，宮城沖１）
大すべり域近傍（釜石沖２，宮城沖２）
震源域南部（福島沖，銚子沖）

GJT3 

GEONETの電子基準点

垂直 1 m

水平 10 m

地震時すべり分布
10 m 等値線

(Iinuma et al., 2011)

牡鹿

GJT3

観測点 水平 垂直 機関

釜石沖２ JCG
釜石沖１ JCG
GJT3

宮城沖１ JCG
宮城沖２ JCG
福島沖 JCG
銚子沖 JCG
牡鹿 GSI

東北大

- 海域点は，3タイプに分けられる

- Iinuma et al. (2012) は海溝軸付近に

  50 m を超える大きなすべりを推定

大すべり域直上（釜石沖１，宮城沖１）
大すべり域近傍（釜石沖２，宮城沖２）
震源域南部（福島沖，銚子沖）

観測結果からわかったこと

 West <-> East (m)  South <-> North (m)
 2011  2012  2013  2014  2015 2011  2012  2013  2014  2015
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* 赤矢印は東北沖地震後の海底観測点の 1次トレンド ( 右図 ) を示す

*青矢印は東北沖地震前の海底観測点の 1次トレンド (2006-2011)を示す

*黒矢印は国土地理院の GEONET 観測点の 1次トレンド (Aug.2011-Aug.2014)を示す

フィリピン海プレートの沈み込みに伴う西北西向きの変位が観測された。
今後も継続的にデータを蓄積することで精度が向上されることで，
南海トラフ巨大地震の想定震源域における固着状況の推定に重要な情報が提供できるであろう。

　海上保安庁海洋情報部では，GPS- 音響測距結合方式による海底地殻変動

観測を実施している。海底観測点は，主に日本海溝及び南海トラフの陸側

海域に設置しており，測量船による繰り返し観測を実施している。

　これまでの観測から，海洋プレートの沈み込みに伴う定常的な地殻変動

や地震に伴う地殻変動の検出に成功した。特に，2011 年 3月 11 日に発生

した東北地方太平洋沖地震（M9.0）では，震源のほぼ真上の「宮城沖 1」

海底基準点が東南東方向に 24m移動し，3m隆起したことを捉え，海溝

付近での大きなすべりを観測で実証した。

　現在，日本海溝沿いの海域では，地震後の緩和過程に伴う複雑な地殻変

動が継続しており，今後の状況変化を継続的に監視する必要がある。また，

南海トラフ沿いの海域では，想定される巨大地震に関する基礎情報を取得

するための，高精度な観測が求められている。

　本ポスターでは、東北地方太平洋沖地震後の海底地殻変動について，

今年度までに得られた観測成果を報告する。


